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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、チロシンキナーゼのSrcファミリーのメンバーです。このタンパク質は主に造血に関与し、特に骨髄系およびBリンパ系細胞において顕著です。Fc受容体と呼吸バーストの活性化を結びつける役割を担っていると考えられます。さらに、好中球の遊走および好中球の脱顆粒にも関与している可能性があります。選択的スプライシングと、非AUG（CUG）コドンを含む代替翻訳開始コドンの使用により、細胞内分布の異なる複数のアイソフォームが生成されます。[RefSeq提供、2010年2月],触媒活性：ATP + a [タンパク質]-L-チロシン = ADP + a [タンパク質]-L-チロシンリン酸。,ドメイン：SH3ドメインはHIV-1 Nefへの結合を媒介します。,機能：Fc受容体と呼吸バーストの活性化を結びつけるシグナル伝達経路の一部として機能する可能性があります。好中球の遊走にも寄与し、好中球の脱顆粒過程を制御する可能性もある。,PTM：アイソフォームp59-HCKは、3番目の位置にN-ミリストイルグリシンを含む（類似性による）。アイソフォームp59-HCKは、3番目の位置にS-パルミトイルシステインを含む。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属し、Tyrタンパク質キナーゼファミリー、SRCサブファミリーに属する。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,類似性：1つのSH2ドメインを含む。,類似性：1つのSH3ドメインを含む。,サブユニット：HIV-1 NefおよびVifと（SH3ドメインを介して）相互作用する可能性がある。この相互作用は、チロシンキナーゼ活性を刺激すると考えられる。 HEV ORF3タンパク質と（SH3ドメインを介して）相互作用する。,組織特異性:主に骨髄系およびBリンパ系細胞で発現する。,
	研究分野
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	HCK（リン酸化Tyr410）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	HCK（リン酸化Tyr410）抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした画像です。

